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中期戦略プランについて

全国健康保険協会 静岡支部



１．中期戦略プランの目的
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• 協会けんぽは2008年10月の設立以来、保険者としての機能を強化し、その機能を十分に発揮して
いくため、中期的な視点で３年を１期とする「保険者機能強化アクションプラン」を策定し、様々な取
組を推進してきました。

• 今般、協会けんぽでは、2040年の社会環境の変化を見据え、協会けんぽが戦略的に取り組む計

画であることを明確にするため、これまでの「保険者機能強化アクションプラン」を「中期戦略プラン」として
発展させることとしました。
• 「中期戦略プラン」では、2040年を迎えても、協会けんぽが理念に基づき責任ある保険者運営を継
続的に実施できることを目指します。



２．中期戦略プラン～これまでの経緯～のイメージ《2027～2029年度》
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• 2025年４月より、協会けんぽの2030年代前半までのあるべき姿を展望し、今後の中長期的な取
組方針や計画を横断的に整理しました。また、2030年代前半を見据え、協会けんぽが今後どのような
姿勢で、社会のために活動を行っていくか、組織の持続可能性を高めていくか、を検討しました。

• 検討に当たっては、協会けんぽ本部・支部の全職員による全員参加型の議論を実施しました。



3．中期戦略プラン作成の方向性戦略プランのイメージ《2027～2029年度》
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• 2040年に向けた協会を取り巻く環境としては、少子高齢化による人口減少と超高齢社会への進行
があげられます。今後とも、日本の総人口が減少し、高齢者（特に75歳以上の高齢者）の占める割合
が増加する傾向は変わらないことから、生産年齢人口は2025年以降、更に減少が加速していくと考えら
れます。日本全体では、女性及び高齢者の就業率が増加する傾向にあることから、協会は、加入者が少
しでも長く健康に働き続けることができるよう一層の保険者機能を発揮し、健康づくりに取り組むことが
重要となります。

• 次期アクションプランは、2040年を迎えても、協会けんぽが理念に基づき責任ある保険者運営を継
続的に実施できる（持続可能な保険者運営）ようにするため、どのような姿勢・視点で、2027年度～
2029年度の３年間の取組を行うか、をまとめた内容とします。

• 特に、2035年までを計画期間としている健康増進法に基づく「健康日本21（第三次）」を意識し、
全国で健康づくりの取組の重要性が高まることを見据え、協会けんぽの本部から支部への取組支援の
強化現場である支部の取組の自律性や関係機関との一層の連携強化が促進される計画内容としま
す。

• 2040年までの社会環境の変化を見据え、協会けんぽが戦略的に取り組む計画であることを明確に
するため、「保険者機能強化アクションプラン」を「中期戦略プラン」として発展させます。

• また、支部の健康課題に対する自律的な運営を推進するため、各支部は各支部の地域の健康課
題や特性を把握したうえで、中期戦略プランを指針とし、新たに「支部戦略プラン」を策定します。



4．中期戦略プランのイメ－ジンのイメージ《2027～2029年度》
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